
令和６年度 第１回 学校運営協議会 議事録 

令和６年７月８日（金）15時00分～17時00分 

 

学校運営協議会委員（五十音順） 

 

皆藤 慎一（横浜平沼高等学校 同窓会真澄会 会長） 

加藤 善浩（横浜西口エリアマネジメント事務局） 

小島 由美（横浜平沼高等学校 校長） 

ジギャン クマル タパ（かながわ国際交流財団 グローバル人材育成グループ） 

遠山 満 （横浜市立岡野中学校 校長） 

平野 周二（横浜市西区第５地区自治会連合会 会長） 

藤井 千春（早稲田大学 教育・総合科学学術院 教授） 

深山 由希子（横浜平沼高等学校 PTA会長） 

脇本 健弘（横浜国立大学 教職員大学院 准教授、） 欠席 

 

本校職員 

川上 司（副校長）    川﨑 幸（教頭）・司会 

島﨑 理恵子（事務長）   富田 泰夫（教務・情報グループGL(ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ)） 

日野 裕紀（総務グループGL）  岡田 真弥（研究開発グループGL） 

一柳 浩一（進路グループGL）  志方 大悟（生徒会グループGL） 

石附 泰典(生活グループGL)   福永 洋之（総務グループ）・記録 

 

〇 開会 

 

〇 学校運営協議会・評価部会 

 

１ 校長挨拶  

今年度の学校の様子、125周年に向けての取り組み、ICTを活用した授業づくり、生徒た

ちの活動の発信、平沼日和（ブログ）を始めとした学校ホームページの充実について話が

あった。 

 

２ 委員委嘱 

 

３ 委員、職員紹介 

自己紹介形式で行った。 

 

４ 会長、副会長の選任 

   川上副校長から会長に平野委員、副会長に小島校長を推す提案があり、承認された。 

 

５【協議】学校教育計画及び学校目標について 

 

(1) スクール・ミッション、スクール・ポリシー、学校目標について 

   小島校長から学校教育計画の改定などについて説明があった。 

(2) 教育課程について 

富田GLから教育課程の整備、展開などについて説明があった。 

(3) 学習指導について 

岡田GLから授業改善、一人一台端末の活用などについて説明があった。 

(4) 生徒指導・支援について 

     石附GLからスクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーの活用などについて説

明があった。 



(5) 進路指導・支援について 

一柳GLからHiゼミ、スタディショップなどの進路サポートについて説明があった。 

(6) 地域等との協働について 

志方GLから今後の地域貢献活動などについて説明があった。 

(7) 学校管理･学校運営について 

日野GLからグループ業務の効率化などについて説明があった。 

(8) 令和7年度入学者選抜について 

     入学者選抜委員長として岡田GLから令和６年度入学者選抜の結果と令和７年度の選考基

準について説明があった。 

(9) 施設・設備について 

   島﨑事務長から施設開放の利用状況とまなびや基金などについて説明があった。 

(10)質疑 

◎ 藤井委員 

令和６年度選抜の受検者が増加した理由について知りたい。 

→（一柳GL）令和５年度選抜の減からの回復であろう。 

◎ ジギャン委員 

クラウドファンディングを活用して活動資金を集めたハンドボール部、かるた部の宣

伝効果について知りたい。 

→（小島校長）目標を大きく上回る支援を得られた。 

◎ 深山委員 

本日は授業見学をさせてもらったが、空き教室にスマホやタブレットが机上に放置さ

れていた。心配である。 

→（石附GL）折にふれて注意をしている。私物管理は個人の意識の問題でもあるので、

注意喚起に努めたい。 

・ 志方GLから、文化祭の平常開催についての取り組みについて補足説明があった。 

 

６ 報告・連絡 

川上副校長から、今後の予定などの事務連絡があった。 

 

〇 その他の部会（扱ったテーマ、委員から出た意見等の概要） 

 

１ 地域連携部会 

  平沼生の校外活動、今後予定の学生参加の活動について 

  ・広報「ヨコハマニシグチプレス」に平沼高校地域貢献活動が写真入りで掲載されている。 

  ・横浜周辺の学生による文化祭TEENS PARTYでは小規模な部活動パフォーマンスが実施可能

だ。 

  ・大人は高校生の真剣な取組に心を打たれる。 

  その他の地域イベントについて 

  ・自治会、町内会のイベントは今年度からコロナ前に戻っている。 

  ・西区第五地区健民祭は今年は平沼高校グラウンドが会場だ。 

  ・西区は区制80周年を迎えた。平沼高校も125周年と祝賀ムードが高まっているので、何か

一緒にできるとよい。 

２ 学力向上・グローバル教育部会 

  学力向上に関する取組 

  ・Hiゼミ、スタディショップを広く呼びかけ、実施している。 

  ・生徒は安全志向であるが、模擬試験受験者の増加などから、意識の高さはうかがえる。 

  ・大学でもICT化、ぺーバーレス化は進んでいる。 

  グローバル教育に関する取組 

  ・海外から日本への留学生の平沼高校短期滞在について 

 

〇 閉会 


